
１．はじめに

本工事は護岸工事（高潮対策）をするものであ

る。

工事概要：

施工延長 L＝９０m W＝２．８m（水叩幅）

基礎コンクリート６２�・基礎型枠工６８㎡
上部コンクリート３１７�・上部型枠工７４４㎡
捨石本均し２７２㎡・捨石荒均し１４８㎡

被覆本均し１８６㎡・裏込工２０６㎡

水叩工３９３㎡・基礎砕石工２５５㎡

作業区間が住宅と隣接しているため、周囲には

十分な安全管理が求められた。

２．現場における問題点

� 前年度未施工部分の水叩工があり、施工条件

として最初に施工しなければならなかった。施

工時期が８月上旬となるため、暑中対策を行い

ながらの施工となる。

� また、捨石投入・構造物取壊し時において、

騒音・粉塵が出るため、隣接した住宅・通行す

る人の騒音・粉塵対策が重要となる。

� さらに、施工区間のほとんどが、住宅に隣接

しているため、工事の理解を求める必要があっ

た。

３．工夫・改善点

� 暑中対策として、待機中のコンクリートミキ

サー車の生コンの品質の確保のため、屋根付き

待機場所を設けた（写真―１）。

写真―１ 暑中対策（屋根付き待機所設置）

� 捨石投入時において騒音・粉塵を防止するた

め防音シートの設置をおこない、施工を行った。

構造物取壊し時においては、静的破砕材を用い

て大割りをし、住宅から離れた場所に運搬して

ブレーカにて小割りを行った（写真―２）。

� 工事概要を書いたリーフレットを作成し、近

隣民家一軒一軒に配布して回り、工事について

理解を求めた（図―１）。
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４．効果

作業前にリーフレットを配布することで理解が

得られ、防音シートをすることで騒音・粉塵が低

減し、苦情がなく円滑に作業することができた。

作業中においては、各現場作業員が住民対策への

認識が向上した。

暑中対策においては屋根の付いた待機場所を設

けることで、打設時のコンクリートの空気量・ス

ランプが確保され、品質の良いコンクリートを打

つことができた。

５．採用時の留意点

海岸部での施工のため、強風等によりブルー

シートが破損したり、飛散する恐れがある。事前

に現地の調査を行わなければならない。

また、安全費として別途必要となるため、費用

対策効果について事前に十分に検討する必要があ

る。

写真―３ 捨石投入時

写真―２ 防音シート設置

図―１ リーフレット
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